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こんにちは、松村拓也です。  

松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。ご意見、ご質問など、何で 

もこのメールに返信してください。  

 

------------------------------------------------------------------------  
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      １．今週のトピックス  

 

■今週の報告 

（月） 

石川県羽咋市の古民家「Ｏ邸」を再び訪れた。今回の目的は、カミさんにもこの家とこの地

域を見てもらい、今後の活動に理解を望むというか、許してもらいたいというか、ま、そん

なとこ。それと、初めての能登半島探検も大事なこと。 

それにしても、能登は遠い。松本でおりて、上高地を抜ければ 400 キロちょっとなんだけ

ど、高速を走ると約 500 キロの道のりだ。覚悟を決めて 5 時に出発したら、羽咋市に 1 時

前に辿り着いた。片道 8 時間、覚えておこう。 

Ｏ邸に行く前に、海辺の砂浜の公道に立ち寄り、久しぶりの海水浴。一昨年までは、7 月に

なると毎週海に行くのが僕のささやかな贅沢だったんだけど、なんと去年は一度も行けず。

千里浜は砂に混ざりものが無く、波も無いのでクラゲになってしばし漂流した。結局月曜だ

け晴れていたんだけど、夜は星を見るのも忘れ爆睡。惜しいことをした。 



(火) 

朝起きると、早速近所のご親戚から朝食の差し入れ。この奥様の料理は材料も味付けも手間

がかかっていて絶品だ。「松村さんは何を企んでる、私は巻き込まれないからね」が口癖な

のだが、僕にはやる気満々としか思えない。とにかくこの奥様はキーパーソンだ。さて、今

日は朝から出発して、有名な輪島の朝市へ。でも、やっぱり有名な分期待外れ。昔はよかっ

たんだと思う。次も有名な塩田に向かったが、今度はちょっと考えて、誰も行かない場末の

塩田を尋ねると、今度は面白い話を聞くことができた。珠洲の浜には 100 カ所以上の塩田

があったが、昭和 34 年にほぼ壊滅。原因は、薪の確保ができなくなったとか。唯一残った

各花家の塩田の他、現在は道の駅の塩田が生産量を伸ばし、全部で 5 カ所くらいかどうし

ているそうだ。この日も夜までよく走った。 

(水) 

今日はまた 500 キロ高速に乗るのかと思うと、どうしても耐えられず、思い切って飛騨高

山へ。乗鞍を超え、上高地を抜けるゴールデンルートに行きたくなった。平湯の少し手前で

バスに乗り換え、乗鞍スカイラインからは白山や御嶽も見えた。2700ｍまでバスで登ると、

さすがに寒くて、カミさんを置いて僕だけ近くのピークに上ってきた。山小屋で食べたラー

メンのまずかったこと。山に来た気がした。 

その後安房トンネルを避けて旧道を上り、安房峠で穂高を眺めていたら、さっき抜いた自転

車が到着。なんと 50 歳から乗り始めたという男性は、乗鞍高原を出てさっき上った乗鞍を

超え、この安房峠を超えてまた乗鞍高原に戻るという。すごいね。 

（木） 

夕べは最後に大渋滞を喰らい、夜遅く床に着いたが、今朝目が覚めると体を起こすことがで

きない。えっ。ものすごい腰痛だ。月曜〆切の仕事があるので、机に向かうが、痛みはひど

くなるばかり。これはやばいぞ。 

（金） 

目が覚めると昨日の痛みが嘘のように・・・いやいや、ひどくなってる。笑恵館にサボり連

絡を入れ、横になった。あれだけ長時間運転したから、ストレスと疲労の腰痛だろう。まい

った。午後からは、リビングの棚にＰＣを置き、立った姿勢で作業を再開。まったく、休め

ないときは死んでも休めないもんだ。 

（土） 

今日もダメ。でも、そろそろ直さないと、来週の九州に行けなくなっちゃう。まずはゆっく

りと体を動かし、痛かったのは嘘のように屈伸運動を、、すると痛い。でもめげずにゆっく

り曲げたりなでたり、最後に靴下をはくのが一番痛い痛いことに気づき、３回ぐらい脱ぎは

気を繰り返し、水風呂へ。するとどうだ、今度こそ、痛みがみるみる抜けていく。よかった。

治り始まったよ。夜は調子に乗って「ミッションインポッシブル」に行っちゃった。 

（日） 

さあて今朝は１週間ぶりに目覚ましで起きて、ウォーキングに出発･･･したのはいいが、痛



くて３０分で返ってきた。さすがにまだか。月曜〆切のレポートは、開き直って反逆文を書

いちゃった。ま、いいか。 

今週のメルマガはひどいね。でも、それでも書いて、みんなに生きてるって知らせたい。火

曜日から九州に行くけど、大丈夫かね。ではまた。 

 

      ２．松村拓也サロン「自分の意見を言ってみようぜ」（有料サロン）  

 

[意見]とは、人が特定の状況や対象に対してもつ特定の態度の言語的表明（ブリタニカ百科

事典より）のこと。自分の意見を言うことは、何かに対する自分の態度を表明することであ

って、何かを提案したり考えることではありません。 

このサロンは松村拓也の提案ではなく、日々の活動や言動に関する意見を表明するプロジ

ェクトです。皆さんからの疑問や反論をいただき、議論することにより僕自身の意見を鍛え

上げ、世界を変える道具にしていきたいと考えています。 

これまで発信した意見から、その冒頭部分をお届けしますので、よろしければぜひご入会く

ださい。 

 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 

 

#014【永続性を作ること】20150614 

 

K さんの実家は高知県土佐市の山の中。空き家状態になってしまったため、地元の自治体の

空き家バンクに登録して利用者を探していた。先日入居希望者との契約も済み、空き家バン

クも捨てたものじゃないね、などと話していたのだが、「これって全然解決じゃないですよ

ね」と K さんは言う。とりあえず、当面の「空き家化」は回避できたものの、今回の入居

者は地元の人でいずれ実家に戻るらしい。その時はまた初めからやり直し、、、つまり、今回

の入居は解決でなく先送りに過ぎないわけだ。だとすると、どうなる事が解決なのか、僕た

ちは土地資源をどうしたいというのだろう。 

・ 

 今回 K さんが土佐市の家を賃貸するのは、賃貸するのが目的ではなく、とりあえず誰かに

住んでもらうことが目的だ。せっかく家があるのだから誰かに暮らして欲しいし、せっかく

畑があるのだから誰かに耕して欲しいと思うのは、所有者の想いとして当然のことと思う。

一方、空き家バンクの目的はあくまで移住の促進であって、空き家の活用ではない。しかし、

この違いはあまり問題ではないようだ。少なくとも所有者、利用者、行政、仲介業者などの

すべての関係者が、空き家を「古くて訳アリの不動産物件」と認識しているうちは。しかし、

K さんは違うことを考えている。「この家はこの先どうなるのだろうか」と。･･･続きはサロ

ンで 



 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 

 

 

#015【百姓≠農家】20150614 

 

先月、石川県羽咋市の古民家調査の際、神子原米で有名な神子原地区の棚田を訪れた。神子

原米は、羽咋市役所のスーパー公務員Ｔさんのアイデアで 2005 年にローマ法王に献上した

のがきっかけで、ブランド化に成功し、現在この会社で栽培から精米・流通まで一貫生産を

実現した。限界集落の再生事例として 2007 年 自立・自活する山村集落づくり「山彦計画」

が「立ち上がる農山漁村（農林水産省）」に選定された。2009 年には、地域住民から出資を

募って作った(株)神子の里も「全国地産地消推進協議会長賞」特別賞を受賞している。僕た

ちはその会社のＭ社長から話を聞いたが、輝かしい評価や評判とは裏腹にその実態はかな

り厳しい。 

・ 

 現在この会社には 10 人のスタッフ(内社員 3 名)がいるが、地元集落の人はその半数以下し

かいない。米を一貫生産する上に、販売所や通販の運営を行うには、農作業以外の仕事がた

くさんある。接客や会計、コンピュータ処理やデザインなどの業務を処理できる人材は残念

ながら地元では確保できないという。つまり、通常「農業」と言われる仕事は農協から種を

買い、機会を使ってくするを巻いて、収穫したら農協に収めることで、農業というビジネス

の全体の農作業の部分でしかない訳だ。だからＭさんは、実際に会社を作りすべてをやるこ

とで、この現実に直面した。さらに言えば、直売所や通販も米だけでは成り立たない。近所

のお母さんたちの惣菜を商品化したり、クワイなど別の産品も育てながら「わざわざ買いに

来てもらう店づくり」に取り組んでいる。･･･続きはサロンで 

 

 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 

 

このサービスは、[facebook のグループ]を利用したものなので、facebook を利用していな

い方は参加できませんが、遠距離でこのメールを読んでいらっしゃる方には、特におすすめ

です。 

皆さんの[自分の意見]も楽しみにしてます！  

 

もちろん、初めは読むだけでもＯＫですよ。  

※サロンへのお申込みはこちら  

→ http://synapse.am/contents/monthly/matsumuratakuya  



 

 

 

      ３．空き家を無くせ（ブログ）  

 

 

 

※ブログサイトはこちら  

→ http://nanoni.club/  

 

 

 

      ４．来週のお誘いイベント  

 

来週は、笑恵館の夏期休業を利用して九州に行きます。何かありましたらメールください。 

□面談歓迎 ■同行可能 ★参加可能 

（月）8/17 □午後から笑恵館にいます 

（火）8/18 九州旅行 福岡 

（水）8/19 九州旅行 福岡－別府 

（木）8/20 九州旅行 別府―熊本 

（金）8/21 九州旅行 熊本 夜帰京 

（土）8/22 なし（自宅作業）  

（日）8/23 なし（自宅作業） 

 

僕が主催･参加する各種イベントをご紹介します。  

あなたも参加可能ですので、興味があればお問い合わせください。  

 

※僕の動向はこちら 面談ご希望の方は気軽にご連絡ください 

→http://nanoni.co.jp/schedule  

 

 

      ５．アクセスポイント  

 

松村拓也  

メール takuya@nanoni.co.jp <mailto:takuya@nanoni.co.jp>  

携帯 090-9830-3669taku8823@ezweb.ne.jp <mailto:>  



 

自宅 株式会社なのに(平社員)  

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1  

http://nanoni.co.jp/  

 

職場 一般社団法人日本土地資源協会  

   ビジネスリーグプロジェクト事務局  

〒157-0073  

東京都世田谷区砧 6-27-19 笑恵館  

http://land-resource.org/  

http://shokeikan.com/  

 

 

 

      ６．このメルマガについて  

 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事の抜粋などの情報をほぼ  

毎週お届けします。参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信し  

てください。  

 

/Copyright © 2015 一般社団法人日本土地資源協会, All rights reserved./  

旧マインドレターメールリスト  

 

一般社団法人日本土地資源協会  

砧 6-27-19  

世田谷区, 東京都 157-0073  

Japan  

 

Add us to your address book  

<http://land-resource.us10.list-

manage2.com/vcard?u=800df08672d8b31689226516d&id=df33ae0ce9>  

 

 

メルマガの購読をやめる  

<http://land-resource.us10.list-

manage1.com/unsubscribe?u=800df08672d8b31689226516d&id=df33ae0ce9&e=&c=a4f



8e50269>  

購読方法を変更する  

<http://land-resource.us10.list-

manage.com/profile?u=800df08672d8b31689226516d&id=df33ae0ce9&e=>  

 

 

Email Marketing Powered by MailChimp  

<http://www.mailchimp.com/monkey-

rewards/?utm_source=freemium_newsletter&utm_medium=email&utm_campaign=mo

nkey_rewards&aid=800df08672d8b31689226516d&afl=1> 


